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1. 問題問題問題問題 

一般的に、対人援助職に携わる専門職は、他の職種に比べてストレスが大きいと言われ

ている。その中で、高齢者を対象とする介護職は、近年の高齢社会の進展や介護保険の導

入等によって介護が取り巻く環境が大きく変化し、それに伴い、介護専門職のストレスも

また拡大しつつあると予想される（高橋ら，2001）。 

2. 目的目的目的目的 

本研究は以下の３点を目的とする。1)一般的なストレッサー尺度と共に介護職特有のス

トレス内容の尺度を加え、介護職特有のストレッサーと、一般的な職業性のストレッサー

の両方を測れるように尺度を構成し、2)介護職従事者の負担要因と健康状態の関連を把握

し、それぞれのストレッサーとストレス反応の関連を検討する。3)従事者の個人属性を調

査内容に含め、性別や年齢、職業年数などのぞれぞれの属性におけるストレッサーの影響

やストレス反応の関連を明らかとする。 

3.    研究方法研究方法研究方法研究方法 

3.1 調査対象調査対象調査対象調査対象 東京都多摩地区にあるデイサービスや短期入所サービスなどを含んだ高齢

者介護施設（18施設）に勤める従事者 890名調査票の配布対象とした。612名の調査票が

回収され（回収率 68.8％）、そのうち 535名（女性 383名、男性 152名）から有効な回答

が得られた。 

3.2 手続きおよび調査期間手続きおよび調査期間手続きおよび調査期間手続きおよび調査期間 2013年 11月から 12月初めまでに留置式にて調査を実施した。 

3.3 調査内容調査内容調査内容調査内容    (1)ストレッサー尺度：介護職のストレッサーを示す 186項目の項目につい

て KJ法を行い、69項目を選定した。ヒアリング調査で収集されたストレッサーをもとに、

5 項目を追加した。さらに、一般職との比較を可能とするために、職業性ストレス簡易調

査票において「要求度－コントロールモデル」を検討することが可能な「仕事の量的負担」

「仕事のコントロール」に関する 6項目を加え、計 80項目からなる予備尺度を作成した。

(2)ストレス反応尺度：介護職および一般職においてよく現れるストレス反応の症状の 19

項目に、介護職において特に問題となっている離職意向に関する 4項目を加えた。さらに

職業性ストレス簡易調査票の「疲労」「不安」「抑うつ」の各 3項目合計計 9項目を追加し、

計 32 項目からなる予備尺度を作成した。(3)基本属性では、性別、年齢、勤務年数、勤続

年数、勤務形態、雇用形態、職種を尋ねた。 

3.4 分析方法分析方法分析方法分析方法 (1)職業性ストレス簡易調査票の項目を除き、ストレッサー尺度の 74 項目、

ストレス反応尺度の 23 項目のそれぞれに対して因子分析（最尤法・斜交解・プロマック

ス回転）を実施し、尺度の因子構造を明らかにした。また、作成されたストレッサー尺度

と職業性ストレス簡易調査票のストレッサー尺度との相関、作成されたストレス反応尺度

と職業性ストレス簡易調査票のストレスチェック 3 尺度との相関を検討することにより、

併存的妥当性を検討した。(2)ストレッサー尺度とストレス反応の相関を検討し、ストレッ

サーとストレス反応の関連性を検討した。(3)介護職者の年齢、性別、雇用形態などの各属

性において、ストレッサー尺度およびストレス反応尺度の得点を比較し、各属性の特徴を

明らかにした。 

4.    結果結果結果結果 

因子分析の結果、ストレス反応尺度は「離職意向」「身体の不調感」「焦り」「怒り」「抑

うつ N」の 5 因子により構成された。一方、ストレッサー尺度は「介護業務の多さ」「労



2 
 

働環境の不十分さ」「利用者と家族からの批判」「上司との関係の悪さ」「能力不足感」の 5

因子により構成された。(2)ストレッサーとストレス反応の関連では、ストレッサーの「介

護業務の多さ」「上司との関係の悪さ」のストレッサーとストレス反応との間に比較的強い

正の相関がみられ、これらのストレッサーとストレス反応の関連が強いことが明らかとな

った。(3)従事者の個人属性の比較では、①男性は女性よりも「焦り」「怒り」、「疲労」「抑

うつ C」のストレス反応が高く、「能力不足感」のストレッサーを強く感じていること、②

60 代以上の介護職者は他の若い年代よりもストレス反応およびストレッサー得点が低い

こと、③勤務年数・勤続年数が長くなるとストレッサー得点が高いこと、④勤務形態別で

は、ストレス反応およびストレッサー得点において施設・入所型、施設・通所型、訪問の

順に高いこと、⑤常勤は非常勤よりストレス反応およびストレッサー得点が高いこと、⑥

介護職は非介護職よりも「コントロール」が低いこと、が明らかとなった。 

5.    考察考察考察考察 

以上の結果を踏まえて必要なストレス低減対策を取ること、業務内容の改善や能力向上

に向けた研修、事故やトラブルへの対応体制の構築、経営理念やケア方針についての説明

機会の設定、組織整備の徹底を行うことは、介護職者のストレッサーの低減、ストレス反

応の低減につながり、離職の予防に結びつくと考えられる。また、職場内の人間関係、特

に上司との関係の悪さによるストレス刺激の低減、上司と部下間の関係を円滑にしていく

対策を検討していくことはストレス軽減につながると考えられる。 

また、今後の課題として、個人的要因に関して、入職時の動機による関連を質的研究に

よって検討することがあげられる。さらに、ソーシャルサポートなどの緩衝要因を組み込

むことや、離職意向や継続意志と職務満足度の関連などの観点からも検討し、離職を防ぐ

具体的な策を講じる必要があると考えられる。 
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